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サルモネラ食中毒－ヒトとタマゴ、それをとりまく環境－

神戸市環境保健研究所・技術職員　木股　裕子

■　緒　言
わが国の多くの主要農産物の自給率が低下し、カロリーベースでの自給率が 40％となった今も、鶏

卵の自給率は約 95％で推移し、価格、栄養的に貴重な食材として家庭用、業務用ともに多用される
（図 1）。それ故にタマゴの安全性確保は重要な課題である。この研究は 1990年、タマゴとサルモネラ
の関連調査として液卵製造会社の全国数工場の協力を得て実現したことが発端である。
急増していたサルモネラ食中毒事例は、液卵の規格基準が設定された 1999年以降激減し、2009年

は 67事例、患者数 1518名となった（図 2）。しかし、患者数 500名以上のサルモネラ食中毒事件が近
年もなお発生しており（表 1）、その主な原因菌は S.Enteritidis（SE）である 1, 2, 3）。
2500以上の血清型のうち、SEはヒトから検出される頻度が最も高く 1989年以降 1位を占めてい

る。また、サルモネラ食中毒で死亡事例を起こした血清型のほとんどが SEであった（1996～ 2008年
の血清型別死者数で SEは 14名）4）。
タマゴの SE汚染とヒトとの関連についての広範な規模の調査に加え、昨年は飼料の調査も開始し

た。今年度は農場の検体採取に関しての協力も得て、タマゴに関する継続調査に加え、目的とするタ
マゴをとりまく環境への調査も可能となった。

■　方　法
1、供試材料
2009年度のサルモネラ分離には、液卵製造会社全国数工場から提供を受けた未殺菌液全卵 159件、

検体採取協力農場からの鶏飼料 90件および鶏糞 28件を用いた。

2、サルモネラ分離方法
前増菌培地は BPW、増菌培地は RVを使用し、分離、確認培養後、血清型別を実施した。
鶏飼料および鶏糞については RV とそれに代わる Ramba QUICK Salmonella（クロモアガー社から発

売）の両方法で実施した。

3、菌株の解析
供試材料から分離した SE株、神戸市周辺地域での食中毒事例等の患者、推定原因食品由来 SE株お

よび健康保菌者由来 SE株についてファージ型と薬剤感受性をしらべた。ファージ型別は英国 HPAに
よる定法で、薬剤感受性試験はペニシリン系、セフェム系、アミノグリコシド系、テトラサイクリン
系等を用いた KB法で実施した。

4、鶏卵業界、農場および一般消費者へのサルモネラ食中毒予防対策の重要性の発信はキユーピー
アヲハタニュース No.67（2009）に掲載されたことにより可能となった。

5、海外へ向けて SE感染症の最新情報の発信と技術伝達
JICA 集団研修　食品微生物検査技術コースおよび食品の安全性確保コース（いずれも兵庫国際セン

ターのプロジェクト）受け入れの中で、わが国のサルモネラ食中毒の現状と SE 対策の重要性を強調し
た。すなわち、食品衛生法に基づく液卵の規格基準設定とその後の食中毒激減について解説し、検査
方法の技術伝達をした。

■　結　果
1、未殺菌液全卵および農場検体のサルモネラ汚染状況
未殺菌液全卵の SEを含むサルモネラ属菌汚染状況調査結果 8, 9）を表 2に示した。
2009年度のサルモネラ属菌陽性率は、未殺菌液全卵 52.8％（SE 28.9％）、鶏飼料 14.3％（SE 0）、そ

して鶏糞 16.7％（SE 0）であった。分離株の血清型は、未殺菌液全卵からの O9群はすべて SE、それ以
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外の O群は、S.Infantis、S.Singapore、S.Braenderup、S.Oranienburg、S.Corvallis、S.Havana、S.Cerro
などである。鶏糞からは S.Singapore、S.Corvallis、S.Cerroなど、飼料からは単相株（Ⅰ 4：d：-）を検出
した（表 3）。
Ramba QUICK Salmonellaについて、今年度は農場検体にも適用可能かをサルモネラ標準検査法（案）

2008と比較検討したが、従来法と同等の結果が得られた。

2、SEのファージ型と薬剤感受性
1990年から今年度までに実施したファージ型別をヒトとタマゴ由来株に分け両者の相同性を調べ

た。1990年代のヒト由来 SE株の主要型は 1、34、4、8であったが、2000年代では 34、8は姿を消
し、1、4に加えて 14b、47、59（55）、21や RDNCなどの増加傾向が認められた。このファージ型の
変遷はタマゴ由来 SE株でも同じパターンを示した（図 3）。国立感染症研究所に集積、分析されたヒト
の全国集計でも同様であった（図 4）。　
SE株の薬剤感受性試験では、ヒト由来株は感受性 62株（40.5％）、ストレプトマイシン、ミノサイ

クリンに耐性を示すものが多く、タマゴ由来株は感受性 72株（35.1％）で、2000年代ではストレプト
マイシンとナリジクス酸耐性株が増加した（図 5）。

3、SE感染症の最新情報の発信と海外へ向けての技術伝達
この研究が昨年に続きキユーピーアヲハタニュース No.67（2009）に掲載されたことにより、鶏卵業

界、農場、および一般消費者に対してサルモネラ食中毒予防対策の重要性を発信できた。また、JICA 
集団研修を通じ、SE 対策の重要性と今回の調査結果を解説し、わが国における SE患者減少成功法の
紹介と検査方法の技術伝達をした。

■　考　察
サルモネラ食中毒予防対策は、ヒトとタマゴ、およびそれをとりまく環境を多角的、総括的に調

査、解析することが重要である。今回の調査での血清型は、未殺菌液全卵からは SEのほか多型が特
徴であった。農場検体からは SEは検出されなかったものの、未殺菌液全卵と鶏糞からは同じ血清型
が検出された。今後さらにこれらの疫学的調査を継続し、タマゴの SE汚染源を追究したい。
また、飼料から検出した単相株（Ⅰ 4：d：-）と同様な株が海外でもニワトリから分離されており 5）、

今後もこのような血清型がニワトリ、ヒトでどのように広がっていくのかを注視していく必要がある。
ヒトとタマゴ由来 SE株のファージ型別は 1990年代と 2000年代に分け相同性を見た。

ファージ型の 1990年代と 2000年代で明らかな流行型があること、その流行はタマゴとヒトの間で相
関があることがわかった。国立感染症研究所に集積、分析されたヒトの全国集計でも同様に流行が見
られた。タマゴの SE汚染状況とファージ型のサーベイランスがヒト事例のリスクを予測する手段の
一つと考えられる。
薬剤感受性試験では、2000年代のヒト由来株は約半数が感受性であったが、タマゴ由来株では耐性

薬剤の種類が増えた。食中毒事例の患者からのナリジクス酸耐性株が増加していることも含め今後も
その動向を監視する必要がある 6, 7）。
Ramba QUICK Salmonellaが、農場検体にも適用可能かをサルモネラ標準検査法（案）2008と比較検

討した。飼料からの分離において、両方の検出率に 1件の不一致があったが、その他は従来法と同等
の結果が得られた。すなわち食品以外の検体にも適用可能なことがわかった。

■　要　約　
近年サルモネラ食中毒は減少しているが、タマゴの SE汚染とヒトとの関連はまだ解明すべき点が

多い。液卵製造会社全国数工場の協力による広域的な調査に加え、今年度は農場の検体採取に関する
協力も得てタマゴをとりまく環境へと調査を拡げることができた。
今年度の未殺菌液全卵のサルモネラ陽性率は 52.8％（SE 28.9％）、鶏飼料 14.3％（SE 0）、そして鶏

糞 16.7％（SE 0）であった。未殺菌液全卵からの血清型は O9群ではすべて SE、それ以外の O群では、
S.Infantis、S.Singapore、S.Oranienburg、S.Corvallis、S.Cerroの他多種類であった。いっぽう鶏糞から
S.Singapore、S.Corvallis、S.Cerroを、飼料から単相株（Ⅰ 4：d：-）を検出した。今回の調査では農場サ
ンプルからの SE検出はなく、未殺菌液全卵と鶏糞から同じ血清型を検出したので、今後さらにこれ
らの疫学的調査を継続し、タマゴのサルモネラ汚染源を追究したい。また、飼料から検出した単相株
と同様な株が海外でもニワトリから分離されており、今後もこのような血清型がニワトリ、ヒトでど
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のように広がっていくのかを注視していく必要がある。
ヒトとタマゴ由来 SE株のファージ型別を 1990年代と 2000年代に分けて相同性を見た。
1990年代に比べ 2000年代では 14b、47、59（55）、21や既知の型に該当しない RDNCなどが増加し

た。このファージ型の変遷はタマゴ由来株、ヒトの全国集計（国立感染症研究所資料）でも同様である。
タマゴの SE汚染状況とファージ型のサーベイランスがヒト事例のリスクを予測する手段の一つと考
えられた。
薬剤感受性試験では、2000年代のヒト由来株は約半数が感受性であったが、ストレプトマイシン、

ミノサイクリンに耐性を示すものが多く、タマゴ由来株では耐性薬剤の種類が増えた。食中毒事例の
患者からのナリジクス酸耐性株が増加していることも含め今後も継続観察の必要がある。
From farm to tableでの SE対策、年々増え続ける Campylobacter の予防対策を確立するためには、

厚生労働省、農林水産省や食品安全委員会など省庁を超えた協同体制が必要であると考える。
今後は、農場、GPセンターをはじめ、洋菓子製造施設や給食施設などフードチェーンに沿った調

査を行い、患者数ゼロを目指した対策へと絞り込みたい。
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表１　患者数 500 人以上の細菌性食中毒事例（1998 ～ 2007 年）
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表 3　未殺菌液卵、鶏糞、飼料分離株の血清型

表 2　未殺菌液全卵のサルモネラ汚染状況

図 1　主要農水産物自給率（鶏鳴新聞H.P. より作成）
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図 2　サルモネラ食中毒発生状況

図 3　ファージ型の変遷
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図 4　S.Enteritidis ファージ型
国立感染症研究所作成資料

図 5　薬剤耐性の変移




